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中期経営計画の修正に関するお知らせ 

当社グループは、2023 年 5 月 12 日に公表しました第８次中期経営計画（2023 年度－
2025 年度）の経営目標数値に関して、下記の通り修正することとしましたので、お知らせ
いたします。 

記 
１．修正の内容 
【中期経営計画最終年度の経営目標（連結）】 

2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期 
実績 実績 修正計画 当初計画 

売上高 161 億円 168 億円 175 億円 200 億円 
営業利益 6.4億円 6.6億円 9.2億円 12億円 
経常利益 8.0億円 8.2億円 10億円 13.5 億円 
当期純利益 5.3億円 6.2億円 6.7億円 9 億円 

２．修正の背景 
当社グループは、2023 年 5 月に第８次中期経営計画「Be Sustainable～サステナブルを

目指して～」を策定し、事業基盤の強化と収益力の向上に取り組んでまいりました。しかし
ながら、国際物流の混乱や急激な円安（計画公表時 1ドル 134 円）、燃料費や人件費の上昇
といった厳しい事業環境の影響を受け、当初計画していた業績目標の達成が困難な状況と
なっております。 
特に、ロシア・ウクライナ問題の長期化と実質賃金の減少長期化よる個人消費の弱含み

に加え、為替（円安）の影響による輸入の弱含みもあり、当初想定していた成長スピードを
維持することが難しくなっております。さらに、米国における急激かつ大幅な関税見直しが
国際物流に与える影響や、世界的な景気先行き不安の高まりも、今後の事業展開に不確実性
をもたらしております。このような状況を踏まえ、誠に遺憾ながら目標数値を修正せざるを
得ないと判断いたしました。 



本計画の残りの期間につきましては、「安定的かつ効率的な物流サービスの提供」を軸に、
収益構造の見直しとオペレーションの最適化を進めるとともに、成長分野への事業展開を
加速し、持続的な企業価値向上に努めてまいります。 
 
（注）上記の目標数値等の将来に関する記述につきましては、現時点で入手可能な情報に
基づき当社で判断したものであり、実際の業績等は、様々な要因によって目標数値等と異
なる結果となる可能性があります。 
 

以 上 


